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阿部幸一議員

財
務
行
政 財政運営にとっては有利

過疎法対象となるが

勤
務
態
度
・
意
欲
、能
力
、業
績
な
ど
で
評
価

職
員
評
価
の
具
体
的
方
法
は

勤務評価
質
問
　
職
員
の
勤
務
評
価
を
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
方
法
で
実

施
し
て
い
る
か
。

沼
崎
町
長
　
職
員
の
能
力
や
資

質
の
向
上
を
図
る
観
点
か
ら
、

勤
務
評
価
を
平
成
　
年
度
か
ら

17

試
行
的
に
実
施
し
て
い
る
。
評

価
内
容
は
勤
務
態
度
・
意
欲
、

能
力
、
業
績
の
三
つ
を
大
き
な

評
価
項
目
と
し
、
そ
の
中
に
責

任
感
、
規
律
性
、
判
断
力
、
指

導
力
、
知
識
力
、
正
確
性
な
ど

職
制
に
よ
り
9
項
目
か
ら
　
項
12

目
に
つ
い
て
、
5
段
階
で
評
価

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
評
価
後
は
、
内
容
を
本
人
に

直
接
伝
え
、
期
待
さ
れ
て
い
る

役
割
お
よ
び
習
得
す
べ
き
能
力

を
示
し
、
職
員
の
能
力
開
発
意

欲
が
向
上
す
る
よ
う
に
指
導
し

て
い
る
。

質
問
　
評
価
は
課
長
が
す
る
と

思
う
が
、
職
員
の
評
価
は
非
常

に
難
し
い
と
思
う
。
課
長
だ
け

で
評
価
す
る
の
か
。

佐
々
木
総
務
課
長
　
第
1
次
評

価
者
と
し
て
課
長
補
佐
が
、
第

2
次
評
価
者
と
し
て
課
長
が
そ

れ
ぞ
れ
評
価
を
し
て
い
る
。
そ

れ
ら
を
総
合
的
に
判
断
し
て
、

評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。

質
問
　
過
疎
地
域
自
立
促
進
特

別
措
置
法
の
対
象
に
な
る
こ
と

を
全
体
的
に
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。
ま
た
、
反
省
す
る

点
は
。

沼
崎
町
長
　
今
通
常
国
会
で
議

員
立
法
に
よ
り
成
立
を
目
指
し

て
い
る
改
正
法
案
が
成
立
し
、

本
年
4
月
1
日
に
施
行
さ
れ
る

と
、
そ
の
法
案
で
改
正
さ
れ
る

人
口
要
件
な
ど
に
よ
っ
て
、
現

行
法
で
は
過
疎
地
域
で
な
い
本

町
も
新
た
に
対
象
地
域
に
な
る
。

過
疎
地
域
と
し
て
公
示
さ
れ
る

と
、
地
方
交
付
税
算
入
率
の
高

い
過
疎
対
策
事
業
債
の
発
行
や
、

国
庫
補
助
率
の
か
さ
上
げ
な
ど

が
認
め
ら
れ
、
該
当
事
業
実
施

の
際
は
財
政
的
に
有
利
な
執
行

が
可
能
に
な
る
の
で
、
町
の
財

政
運
営
に
と
っ
て
は
有
益
な
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　
人
口
要
件
の
緩
和
に
よ
り
過

疎
法
の
対
象
に
な
っ
た
こ
と
は
、

財
政
的
に
有
利
に
な
る
と
は
い

え
、
素
直
に
喜
べ
る
心
境
に
は

な
い
。
現
実
を
直
視
し
、
人
口

減
少
が
著
し
く
、
財
政
力
の
弱

い
市
町
村
と
都
市
と
の
格
差
解

消
を
目
指
す
法
の
趣
旨
を
有
効

に
活
用
し
な
が
ら
、
総
合
発
展

計
画
事
業
を
推
進
し
、
人
と
産

業
が
元
気
な
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
。

４月１日から水道事業所と地域整備課の下水道担当
が統合し上下水道課となりました（２階旧地域整備
課下水道担当の場所となります）

町の考えを聞く


